
人吉市副市長

 小
こばやし

林 敏
としろう

郎

　
４
月
１
日
に
人
吉
市
の
副
市
長
に

就
任
し
ま
し
た
小
林
敏
郎
で
す
。
私

は
昭
和
37
年
に
麓
町
で
生
ま
れ
、
同

じ
年
の
数
カ
月
前
に
完
成
し
た
市
役

所
の
麓
町
旧
庁
舎
と
同
じ
時
代
を
生

き
、
何
よ
り
も
故
郷
人
吉
の
た
め
に

働
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
大
き

な
喜
び
と
生
き
が
い
を
感
じ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
度
、
副
市
長
と
い
う
新
た
な

立
場
で
人
吉
の
た
め
に
仕
事
が
で
き

る
喜
び
と
感
謝
の
念
を
感
じ
つ
つ

も
、
職
責
の
重
さ
に
身
を
正
し
、
誠

意
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
し
て
い
く

こ
と
で
故
郷
へ
恩
返
し
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
豪
雨
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
と
し
て
、
球
磨
川
く

だ
り
の
川
下
り
事
業
再
開
な
ど
目
に

副市長 就任のあいさつ

見
え
る
形
で
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

Ｓ
Ｌ
人
吉
の
帰
還
、
来
年
度
中
の
く

ま
川
鉄
道
全
線
運
行
や
、
Ｊ
Ｒ
肥
薩

線
（
川
線
）
復
旧
の
最
終
合
意
を
目

指
す
な
ど
、
課
題
は
存
在
す
る
も
の

の
、
故
郷
の
原
風
景
が
よ
み
が
え
る

こ
と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。

　
人
吉
市
の
未
来
を
考
え
る
と
き
、

未
来
は
現
在
の
延
長
で
あ
り
、
住
ん

で
い
る
皆
さ
ん
の
幸
せ
、
そ
し
て
未

来
を
切
り
開
く
若
者
や
子
ど
も
た
ち

が
夢
を
描
け
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
変

重
要
で
す
。
そ
の
実
現
を
日
夜
目
指

し
て
い
る
松
岡
市
長
を
支
え
、
市
の

職
員
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
幸
福
向
上
に
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下球磨消防組合による防火講話

　
入
居
開
始
後
初
め
て
の
消
防
訓
練

を
、
４
月
21
日
に
災
害
公
営
住
宅
・

市
営
相
良
団
地
で
実
施
し
ま
し
た
。

団
地
の
入
居
者
や
下
球
磨
消
防
組

合
、
消
防
団
な
ど
が
参
加
。

　
訓
練
は
５
階
か
ら
出
火
し
た
想
定

で
始
ま
り
、
住
民
ら
は
急
い
で
避

難
。
駆
け
つ
け
た
消
防
署
員
と
消
防

団
員
が
避
難
誘
導
し
消
火
に
当
た
り

ま
し
た
。
５
階
に
取
り
残
さ
れ
た
住

民
を
は
し
ご
車
で
救
助
す
る
訓
練
も

実
施
。水
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
、

防
火
講
話
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）取
り
扱
い
訓
練
も
あ
り
、

参
加
者
は
防
火
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

団地住民で防災力を高める！
災害公営住宅・市営相良団地消防訓練

Profile
昭和62年に市職員に採用。市長公室企
画課長、総務部次長、教育部長、復興政
策部政策統括監などを経て令和５年３月
31日付けで退職。令和５年度は再任用
職員として勤め、今年４月１日に副市長
に就任。

市役所でピアノを弾こう
グランドピアノ寄付贈呈式

温泉再開に合わせ魅力を発信
くまりばF

フ ェ ス テ ィ バ ル

ESTIVAL!
球磨川を生かしにぎわい創出へ
かわまちづくり計画（変更）手交式

ピアノは市役所１階市民コーナーに設置 くまりばの温泉は５月１日に営業を再開した市は計画を基に検討を進め、令和７年に事業開始を予定

　
市
役
所
が
音
楽
の
あ
る
す
て
き
な

施
設
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
や
学
び
の
サ
ロ
ン
を
開
催

す
る
民
間
団
体
「
Ｋ 

Ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｙ

ｏ
ｓ
ｈ
ｉ 

Ｓサ

ロ

ン

ａ
ｌ
ｏ
ｎ
」
が
、
本

市
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
新
品
同

様
に
整
備
さ
れ
た
昭
和
54
年
製
の
ヤ

マ
ハ
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
G
５
。

　
５
月
10
日
の
贈
呈
式
で
同
団
体

の
春
口
敬け

い

代
表
は
、「
自
分
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
奏
で
る
機
会
を
子
ど
も
た

ち
に
与
え
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
市
職
員
が
ピ
ア
ノ

を
演
奏
し
、
す
て
き
な
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
市
役
所
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
交

流
館
「
く
ま
り
ば
」
の
温
泉
営
業
再

開
を
前
に
、
施
設
内
覧
会
を
兼
ね
た

イ
ベ
ン
ト
・
く
ま
り
ば
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

Ｖ
Ａ
Ｌ
！ 

を
４
月
28
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
施
設
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
指
定
管
理
者
と
し
て
同

施
設
を
運
営
す
る
一
般
社
団
法
人

ド
ッ
ト
リ
バ
ー
が
主
催
し
た
も
の
。

　
ス
イ
ー
ツ
や
コ
ー
ヒ
ー
、
雑
貨
な

ど
市
内
外
か
ら
人
気
の
お
店
が
出
店

す
る
マ
ル
シ
ェ
が
開
か
れ
た
ほ
か
、

温
泉
や
宿
泊
施
設
な
ど
の
内
覧
会
を

開
催
。
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
球
磨
川
・
人
吉
地
区
か
わ
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
・
実
行
委
員
会
で
は
、

球
磨
川
と
人
吉
の
魅
力
を
生
か
し
て

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
す

「
球
磨
川
・
人
吉
地
区
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
を
見
直
し
、
変
更
し
た

計
画
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
同

計
画
は
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
一
時

中
断
。
復
興
を
進
め
る
中
で
、
具
体

的
な
利
活
用
方
法
な
ど
の
議
論
を
重

ね
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
４
月
25
日
に
、
同
協
議
会
・
実
行

委
員
会
か
ら
松
岡
市
長
に
計
画
書
が

手
渡
さ
れ
、
市
長
は
「
人
吉
の
魅
力

を
生
か
し
国
、
県
と
連
携
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

日台交流を人吉から
LOCAL TO LOCAL株式会社と協定締結

　
市
は
、
地
域
振
興
に
関
す
る
計
画

の
企
画
・
立
案
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

う
Ｌロ

ー

カ

ル

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ 

Ｔト

ゥＯ 

Ｌロ

ー

カ

ル

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ

株
式
会
社
（
矢
岳
町
）
と
４
月
26
日

に
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

台
湾
出
身
で
同
社
社
長
の
張

チ
ョ
ウ

子シ
ケ
ン萱
さ

ん
は
「
日
本
と
台
湾
の
交
流
や
人
材

育
成
な
ど
に
努
め
て
い
き
た
い
。
本

日
は
だ
ん
だ
ん
な
ぁ
」
と
方
言
交
じ

り
で
あ
い
さ
つ
。

　
同
社
は
、
日
台
交
流
や
台
湾
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
人
吉
球
磨
の
材
料

を
使
っ
て
制
作
す
る
ア
ー
ト
作
品
を

矢
岳
駅
に
展
示
す
る
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

同社は台湾で地方創生経験が豊富なメンバーで構成

人吉球磨のヒノキを全国へ
ランバーやまと人吉工場起工式

　
令
和
４
年
６
月
に
本
市
と
立
地
協

定
を
結
ん
だ
ヒ
ノ
キ
専
門
の
製
材

業
・
株
式
会
社
ラ
ン
バ
ー
や
ま
と（
上

益
城
郡
山
都
町
）
の
人
吉
工
場
起
工

式
が
、４
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
全
祈
願
の
後
、
同
社
の
渡
邉
社
長

は
、「
ヒ
ノ
キ
の
産
地
と
し
て
有
数

の
人
吉
に
工
場
を
建
設
す
る
と
い
う

以
前
か
ら
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
人
吉
工
場
は
５
月
か
ら
人
吉
中
核

工
業
団
地
（
上
漆
田
町
）
で
建
設
に

着
工
し
、
令
和
７
年
5
月
に
稼
働
開

始
を
予
定
。
工
場
近
く
へ
の
社
宅
建

設
や
、
地
元
で
の
雇
用
を
20
人
ほ
ど

計
画
し
て
い
ま
す
。

工事の安全を祈願する渡邉社長
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